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表題（愛称）雪わり草

冬の厳しさに耐え
春の訪れを告げるように
雪を割って可憐な花を
咲かせる雪わり草。
この小さな花の希望を持って
逆境に耐え抜く力強さを
紙面に載せ、地域の皆さまへ
お届けしたく
「雪わり草」と名付けました。

花言葉：忍耐・信頼・はにかみやなど

65 号2023

写真解説

冬の松本城
冬の祭典である「松本市イルミネーション」の演出の一つとして松本城では12月から 2月

の 3ヵ月間「松本城レーザーマッピング」が開催されています。今回のテーマは「氷晶きらめ

く水鏡」。天守閣に投射される点と線のレーザー光線がお堀の水面に映り込み、幻想的な景色が

表現されています。なにかと出不精になりがちなこの季節ですがたまには外出をして“寒々しい”

を楽しみましょう。



新
年
を
迎
え
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。昨
年
も
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

に
追
わ
れ
た
1
年
で
し
た
。
地
域
社

会
は
も
と
よ
り
、
当
院
の
診
療
活
動

に
も
多
く
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

地
域
医
療
支
援
病
院
、
圏
域
唯
一
の

赤
十
字
病
院
、
ま
た
安
曇
野
市
の
基

幹
病
院
と
し
て
、
通
常
診
療
、
地
域

医
療
の
実
践
、赤
十
字
活
動
に
加
え
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行

に
対
し
て
は
発
熱
外
来
、
陽
性
者
の

振
り
分
け
、
入
院
治
療
か
ら
後
遺
症

対
応
に
至
る
ま
で
多
く
を
担
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
流
行
状
況
に
応
じ
長

野
県
か
ら
の
要
請
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
者
の
入
院
病
床
拡
大
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
週
末
休

日
を
利
用
し
て
の
安
曇
野
市
の
ワ
ク

チ
ン
集
団
接
種
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
地
域

の
関
係
団
体
、
自
治
体
と
の
密
な
連

携
の
も
と
病
院
職
員
一
体
と
な
っ
て

対
応
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

活
動
に
対
し
地
域
住
民
の
皆
様
方
か

ら
も
多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

昨
年
９
月
に
は
安
曇
野
市
か
ら
財
政

支
援
の
お
話
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
4
年
目
と
な
る

コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対
応
は
、
依
然

続
き
ま
す
。
我
々
の
使
命
で
あ
る
医

療
を
通
じ
た
地
域
貢
献
を
果
た
す
べ

く
、
日
々
の
業
務
を
一
歩
一
歩
着
実

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て

予
期
せ
ぬ
感
染
症
流
行
の
経
験
を
活

か
し
、
新
た
な
時
代
の
病
院
運
営
と

地
域
医
療
の
構
築
に
向
け
進
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
に
も
昨
年

同
様
の
ご
支
援
を
賜
り
た
く
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
5
年
は
卯
年
で
す
。
元
気
良

く
う
さ
ぎ
が
跳
ね
る
よ
う
に
世
の
中

が
上
向
く
年
と
さ
れ
ま
す
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
も
今
年
一
年
が
よ
き

飛
躍
、
発
展
の
年
で
あ
り
ま
す
こ
と

を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

安
曇
野
赤
十
字
病
院
　
院
長
　

中
野
　
　
武

新
年
の
ご
挨
拶
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き
ず
の
小
さ
な
手
術
を

き
ず
の
小
さ
な
手
術
を

腹
腔
鏡
手
術
と
は

従
来
の
い
わ
ゆ
る″
開
腹
手
術
〟
で

は
な
く
、
お
腹
に
数
か
所
の
小
さ
な
穴

を
あ
け
て
行
う
手
術
で
す
。
穴
か
ら
カ

メ
ラ
を
入
れ
て
お
腹
の
中
を
み
な
が

ら
、
専
用
の
細
長
い
手
術
器
械
を
使
っ

て
手
術
を
行
い
ま
す
。
開
腹
手
術
よ
り

も
小
さ
い
き
ず
で
手
術
が
可
能
で
す
。

き
ず
が
小
さ
い
と
ど
ん
な

　
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か

き
ず
が
小
さ
い
と
、
見
た
目
が
良
い

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
術
後
の
痛

み
も
少
な
い
で
す
。
痛
み
が
少
な
い
と

術
後
早
期
か
ら
歩
け
ま
す
。
歩
く
こ
と

で
術
後
の
肺
炎
や
血
栓
症
の
予
防
に

な
っ
た
り
、
筋
力
低
下
の
予
防
に
な
っ

た
り
、
お
腹
の
動
き
が
良
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。お
腹
の
動
き
が
良
く
な
る
と
、

そ
の
分
早
く
ご
飯
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
ご
飯
を
食
べ
ら
れ
る
と
栄
養

が
つ
く
の
で
術
後
の
回
復
が
良
く
な

り
、
早
期
退
院
に
繋
が
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
き
ず
が
小
さ
い
こ
と
は
、
巡

り
巡
っ
て
術
後
の
回
復
を
助
け
て
く
れ

ま
す
。
外
来
で
き
ず
の
大
き
さ
の
話
を

す
る
と
、「
見
た
目
な
ん
て
も
う
気
に

す
る
歳
じ
ゃ
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
術
後
の
肺

炎
や
筋
力
低
下
を
起
こ
し
や
す
い
ご
高

齢
の
方
に
も
、
小
さ
な
き
ず
で
で
き
る

腹
腔
鏡
手
術
は
利
点
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

一
方
で
、
何
で
も
き
ず
を
小
さ
く
す

れ
ば
良
い
、
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。悪
性
腫
瘍
で
あ
れ
ば
根
治
性（
癌

が
取
り
き
れ
る
こ
と
）
が
重
要
で
す

し
、
ど
の
よ
う
な
手
術
で
も
安
全
で
あ

る
こ
と
が
第
一
で
す
。
私
た
ち
は
、
今

ま
で
の
臨
床
研
究
の
結
果
や
各
種
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
て
適
切
な
選
択
肢

を
提
示
し
て
い
ま
す
。
進
行
度
や
状
態

に
よ
っ
て
は
腹
腔
鏡
手
術
を
お
す
す
め

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

当
院
で
受
け
ら
れ
る
治
療
と
特
徴

当
院
で
は
胆
石
症
や
鼠
経
ヘ
ル
ニ
ア

な
ど
の
良
性
疾
患
は
も
ち
ろ
ん
、
大
腸

癌
、
胃
癌
な
ど
の
悪
性
腫
瘍
も
根
治
性

を
担
保
し
つ
つ
腹
腔
鏡
手
術
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
膵
癌
や
肝
癌
に
も

腹
腔
鏡
手
術
の
適
応
は
拡
大
し
て
い
ま

す
。
当
院
で
も
腹
腔
鏡
下
膵
体
尾
部
切

除
や
腹
腔
鏡
下
肝
切
除
も
、
適
応
を
慎

重
に
判
断
し
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

昔
受
け
た
手
術
の
き
ず
か
ら
の″
脱

腸
〟
で
あ
る
腹
壁
瘢
痕
ヘ
ル
ニ
ア
も
、

ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
と
い
う
新
し
い
手
術
法
で
小

さ
な
き
ず
で
治
療
が
可
能
で
す
。
胆
嚢

炎
や
虫
垂
炎
な
ど
の
緊
急
手
術
も
ほ
と

ん
ど
が
腹
腔
鏡
で
行
え
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
疾
患
は
一
度
抗
生
剤
で″
散

ら
す
〟
こ
と
で
、
炎
症
が
お
さ
ま
っ
た

タ
イ
ミ
ン
グ
で
よ
り
安
全
に
、
よ
り
小

さ
な
き
ず
で
手
術
が
で
き
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

手
術
を
希
望
さ
れ
る
皆
様
へ

手
術
を
受
け
る
以
上
、
病
気
を
良
く

す
る
の
は
最
低
条
件
で
す
。
同
じ
治
療

効
果
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
よ
り
き
れ

い
に
、痛
み
を
少
な
く
治
し
た
い
で
す
。

患
者
さ
ん
が
手
術
を
受
け
て
も
『
大
衆

浴
場
へ
躊
躇
な
く
行
か
れ
る
よ
う
に
』、

『
水
着
を
着
ら
れ
る
よ
う
に
』
と
考
え

て
治
療
を
し
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
安
全
を
大
前
提
に
、
き
ず

の
小
さ
な
手
術
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

外科 
山崎史織 医師
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　新型コロナウイルスが日本に上陸してから 3 年目を迎えようとし
ています。新型コロナウイルスが流行した当初には有効な治療薬が
ありませんでしたが、現在では複数の治療薬が使用できるようにな
っています。今回は治療薬の中でも一般的に使用されるようになっ
てきた経口の抗ウイルス薬についてお話しようと思います。

新型コロナウイルス感染症の治療薬について

感染担当薬剤師　久保田　誠樹

・抗ウイルス薬について
　コロナウイルスは、ヒトの細胞内に侵入するとウイルスの増殖に必要なタ
ンパク質や遺伝子の複製を行います。抗ウイルス薬はこのタンパク合成や遺
伝子の複製を阻害することで増殖を抑えます。

　現在、日本で新型コロナウイルスに使用できる経口の抗ウイルス薬は 3
種類（ラゲブリオ、パキロビッド、ゾコーバ）あります。それぞれ特徴が異
なりますので各薬剤の違いについて説明します。ラゲブリオ、パキロビッド
は重症化を予防する薬です。重症化リスク（高齢者、糖尿病、免疫性抑制
剤内服等）があり、軽症～中等症の方に使用する薬剤なのでだれでも使用できるということではありません。
ゾコーバは有症状期間の短縮を目的とした薬剤で重症化リスクのない、軽症の方でも使用できます

・ラゲブリオ
　日本で一番早く承認された薬剤。重症化の予防効果はパキロビットより
低いと考えられている。腎機能で減量が必要なく、他の内服薬とも飲み合
わせがよいので日本で最も多く使用されています。副作用としては下痢や悪
心、頭痛などがあります。妊娠している方には禁忌です。

ラゲブリオはボトルの中にカプセル入っ
ています。錠剤は大きいので飲むのが
大変かもしれません。

・パキロビッド
　重症予防効果はラゲブリオよりも高いと考えられていますが腎機能低下のある方では減量が必要となります。
一緒に服用してはいけない薬剤（併用禁忌薬）が多いなどのデメリットがあるため使用される頻度は少ない傾
向にあります。パキロビッドが処方された場合には薬剤部で併用禁忌薬がないか確認しています。

・ゾコーバ
　国内の製薬会社が開発した経口薬で他の 2 剤よりあとに承認された薬になります。ゾコーバは重症化リス
クがなくても使用可能な唯一の経口薬です。オミクロン株でみられる特徴的な症状（鼻水または鼻づまり、喉
の痛み、咳の呼吸器症状、熱っぽさまたは発熱、けん怠感 ）の消失までの期間を約 24 時間（192 時間から
168 時間）短縮する効果が認められています。併用禁忌薬は多くあります。

最後に
　新型コロナウイルスに使用できる抗ウイルス薬が増え治療の選択肢は広がっています。感染して辛い症状な
どが出ることもありますが基本的には解熱剤や去痰薬の使用で改善しますので抗ウイルス薬は重症化リスクの
ある方や症状が強い方に適切に使用される必要があります。まだコロナの収束は見えませんが通常の日常生活
が送れるようになればと思います。
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ROUTE
147

前角整形外科医院
309

烏
　川

穂高西中

穂高東中

穂高自動車学校

穂高東小
安曇野中
央図書館

市役所
支所

前角整形外科医院

―
先
生
の
理
念
に
つ
い
て

当
院
は
穂
高
神
社
の
西
2
㎞
の
西
原

と
い
う
地
域
に
あ
り
ま
す
。

私
は
学
生
時
代
に
ス
キ
ー
部
と
柔
道

部
に
い
ま
し
た
が
、
柔
道
で
腰
を
傷
め

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
経
験
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
障
害
を
治
す
整
形
外
科
を
志
し

ま
し
た
。
整
形
外
科
は
肩
や
腰
、
膝
な

ど
の
骨
や
関
節
の
疾
患
の
診
療
を
し
ま

す
が
、
診
療
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う

な
痛
み
を
で
き
る
だ
け
早
く
取
り
除

き
、
そ
の
痛
み
の
予
防
方
法
を
指
導
す

る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

―
診
療
所
の
専
門
、
特
色

整
形
外
科
医
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
障
害

や
骨
・
関
節
の
疾
患
、
骨
粗
鬆
症
の
診

療
を
し
て
い
ま
す
が
、
リ
ウ
マ
チ
専
門

医
と
し
て
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
治
療
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
近
年
、

エ
コ
ー
を
使
う
こ
と
で
五
十
肩
や
肉
離

れ
、
足
関
節
捻
挫
の
腱
や
靱
帯
、
筋
肉

の
損
傷
の
状
態
が
分
か
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
エ
コ
ー
で
こ
れ
ら
の
損
傷
を

正
確
に
診
断
し
て
、
治
療
方
針
を
決
め

て
い
ま
す
。
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
20
年
以

上
前
ま
で
は
、
関
節
変
形
を
抑
え
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
新
し
い
薬

の
登
場
で
、
関
節
の
痛
み
を
取
り
、
関

節
破
壊
を
止
め
る
こ
と
が
出
来
る
様
に

な
り
ま
し
た
。
当
院
で
は
こ
れ
ら
の
治

療
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

―
ご
趣
味
は
？

以
前
は
ス
キ
ー
と
車
の
プ
ラ
モ
デ
ル

づ
く
り
で
し
た
。
ス
キ
ー
は
早
朝
人
の

い
な
い
ゲ
レ
ン
デ
で
飛
ば
す
こ
と
が
快

感
で
し
た
が
、
老
眼
が
始
ま
っ
て
か
ら

は
飛
ば
す
こ
と
が
怖
く
な
り
、
今
は
も

っ
ぱ
ら
ゴ
ル
フ
を
し
て
い
ま
す
。

―
地
域
の
皆
様
へ

肩
の
痛
み
や
腰
痛
で
苦
し
ん
だ
私
の

経
験
か
ら
、
肩
や
腰
、
膝
の
病
気
は
痛

み
が
出
な
い
よ
う
に
予
防
す
る
こ
と
が

第
一
で
す
。

〒399-8303
安曇野市穂高8263-1

0263-82-1478

【診療内容】　整形外科・リウマチ科
　　　　　　リハビリテーション科

【受付時間】　午前　8：30～11：45
　　　　　　（土曜日は8：30～11：45）
　　　　　　午後　14：30～17：30

【診療時間】　午前　 9：00～12：00
　　　　　　（土曜日は8：30～12：00）
　　　　　　午後　15：00 ～ 18：00

【休　　日】　木曜午後、土曜午後、日曜、祝日
https://www.maezumiseikeigeka.com/ 

OutLine

毎号地域の診療所を紹介させていただいております。かかりつけ医の参考にしていただければ幸いです。

introduce local clinic地域の診療所紹介   

前角久義院長先生

明るく開放的な処置室

院　長　前角　久義 医師

院
長
先
生
を
は
じ
め
温
か
く
迎
え

て
下
さ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、

お
忙
し
い
中
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

院
内
は
吹
き
抜
け
や
開
放
的
な
待

合
室
な
ど
明
る
い
雰
囲
気
で
包
ま
れ

て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
室
も
充
実
し

て
お
り
、
当
院
か
ら
も
近
い
た
め
日

ご
ろ
か
ら
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
院
長
先
生
を
は
じ
め
皆
様

の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
い

た
し
ま
す
。
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負けない体をつくろう！～免疫力の基礎知識～
免疫とは、私たちの体に備わっている防御能力のこと。病原菌などが体内に侵入するの
を防いでくれます。それには、白血球や、自律神経、腸内細菌、1つ 1つの細胞などが関
与しています。その免疫をしっかり働かせるためには、腸内細菌を整えることや、活性酸
素を除去する力を保つことが必要です。
免疫力を維持するためには、１日３食バランスの良い食事を摂取することが大切です。免
疫機能に働きかけるさまざまな栄養素を摂取することは免疫機能を維持することにつなが
ると言えます。

1．腸内環境を整える食物繊維がおすすめ
免疫力を整える栄養素は野菜やきのこ、海藻類に多く含まれ

ています。

体内の活性酸素の排泄を促す働きがあるので積極的に摂取し

ましょう。

2．たんぱく質を含む食材
たんぱく質は細胞や免疫細胞を作るために必要な成分です。不足すると細胞や免疫

物質が十分に作られず免疫力が下がってしまいます。

しっかり良質なたんぱく質を食べて免疫力を維持しましょう。

3．ビタミンやミネラルを含む食材
緑黄色野菜はビタミン・ミネラルが豊富で免疫力を高めます。

色の濃い野菜やさまざまな色の野菜を食べるよう心がけまし

ょう。

4．ポリフェノールを含む食材
緑茶・ココア・赤ワイン・そば・野菜・果物などには抗酸化物質であるポリフェノ

ールが多く含まれています。これらは活性酸素を除去する作用があり老化対策につ

ながります。適度に摂取するとよいですね。

5．発酵食品の活用
納豆や漬物、ヨーグルト、味噌、醤油といった発酵食品は腸内環境を整える作用が

期待できます。発酵食品に含まれる乳酸菌は腸内の善玉菌を増やし、悪玉菌を抑制

します。

6．体を温める
体温が低下すると健康的な免疫も低下しやすく、腸内では悪

玉菌が増殖しやすくなります。冷たい飲み物や食べ物の取り

すぎは要注意です。
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当院の教育理念について
教育推進室長　一條　哲也

　当院では以下の教育理念と目標に基づき、医師をはじめ看護師、薬剤師、検査・放射線・臨床工学
技師、リハビリセラピスト、管理栄養士等さまざまな職種の学生の臨床実習、研修を受け入れており
ます。地域に根付く医療人の育成は当院の重要な使命の１つであり、患者さんのご理解とご協力とと
もに取り組んでおります。臨床実習・研修を受け入れ、熱心に教育することにより、学生が職員とし
て当院に定着し、地域の医療人の確保にもつながっております。地域の皆さんと病院が一体となって
医療人の教育に力を注いで参りたいと思います。

安曇野赤十字病院の教育理念安曇野赤十字病院の教育理念
　赤十字の使命と理念に基づいて医療人としての人格を涵養し、地域の医学・医療のニーズを認識して、　赤十字の使命と理念に基づいて医療人としての人格を涵養し、地域の医学・医療のニーズを認識して、
病気や病態に適切に対応することができる診療能力（こころ・知識・技能）を有する人材を育成します。病気や病態に適切に対応することができる診療能力（こころ・知識・技能）を有する人材を育成します。

1..	 患者さんと共に病気に向き合うパートナーとして信頼関係を築き、真摯な態度		 患者さんと共に病気に向き合うパートナーとして信頼関係を築き、真摯な態度	
	 で診療にあたる姿勢を身につけます。	 で診療にあたる姿勢を身につけます。

2.2.	 多職種が協同して病気に向き合うために、チームの一員としてコミュニケー		 多職種が協同して病気に向き合うために、チームの一員としてコミュニケー	
	 ション能力と協調性を身につけます。	 ション能力と協調性を身につけます。

3.3.	 病気を分析し、診断と治療を実践・評価し、改善するトレーニングを通じて、		 病気を分析し、診断と治療を実践・評価し、改善するトレーニングを通じて、	
	 問題解決能力を身につけます。	 問題解決能力を身につけます。

4.4.	 医療の不確実性と危険性を理解した上で、チーム医療のメリットを最大限に活		 医療の不確実性と危険性を理解した上で、チーム医療のメリットを最大限に活	
	 用し、相互確認や事前対策等、リスク対策を講じる習慣を身につけます。	 用し、相互確認や事前対策等、リスク対策を講じる習慣を身につけます。

5.5.	 知識と技術の研鑽に励み、幅広い分野への視野と情報収集能力を身につけます。	 知識と技術の研鑽に励み、幅広い分野への視野と情報収集能力を身につけます。

6.6.	 医療制度や社会情勢を理解し、保健や福祉分野との医療連携の姿勢を身につけ		 医療制度や社会情勢を理解し、保健や福祉分野との医療連携の姿勢を身につけ	
	 ます。	 ます。

7.7.	 赤十字職員の使命として、災害・救護活動、健康増進のための知識の普及に積		 赤十字職員の使命として、災害・救護活動、健康増進のための知識の普及に積	
	 極的に	 極的に

教育目標教育目標

　当院ご利用の皆様にはこれまでも、研修者による診療や、学生実習にご協力いただいておりますが、
今後も患者さんを担当する医療チームの一員として診療に参加させていただくことに、ご理解、ご協
力をお願いいたします。
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公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
随
時
更
新
中
で
す
。

救
急
科
　
森
下 

美
緒

人
生
会
議
　
～
自
分
ら
し
く
生
き
る
～

自
分
が
「
現
在
ど
の
よ
う
な
治
療

を
望
む
か
」、「
こ
の
先
ど
こ
ま
で
の

治
療
を
望
む
か
」。
こ
の
よ
う
な
意

思
表
示
を
『
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
』
と

言
い
ま
す
。
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
に
つ

い
て
、
ご
家
族
や
か
か
り
つ
け
の
先

生
と
の
人
生
会
議
（
ア
ド
バ
ン
ス
・

ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
を
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

人
は
誰
し
も
大
き
な
病
気
や
怪
我

を
し
て
、
意
思
決
定
能
力
が
低
下
し

た
り
命
の
危
険
が
迫
っ
て
き
た
り
す

る
こ
と
が
起
こ
り
え
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
場
合
に
備
え
て
、
受
け
た
い
医

療
・
受
け
た
く
な
い
医
療
を
あ
ら
か

じ
め
信
頼
で
き
る
人
に
伝
え
て
お
く

こ
と
で
、
自
分
ら
し
く
人
生
を
全
う

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
例

え
ば
、
水
分
や
食
べ
物
が
摂
取
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
に
鼻
の
チ
ュ
ー
ブ

か
ら
の
栄
養
（
経
管
栄
養
）
や
胃
瘻

を
希
望
す
る
か
、
呼
吸
が
止
ま
り
そ

う
に
な
っ
た
時
に
口
か
ら
チ
ュ
ー

ブ
を
入
れ
て
呼
吸
を
補
助
す
る
装

置
（
人
工
呼
吸
器
）
の
装
着
を
希
望

す
る
か
、
心
臓
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ

た
時
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
希
望
す

る
か
、
な
ど
で
す
。
ま
た
、「
今
は

ま
だ
考
え
ら
れ
な
い
、
決
め
ら
れ
な

い
」
と
い
う
の
も
一
つ
の
意
思
表
示

で
す
。
一
度
ご
家
族
と
会
議
を
開
い

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

当
院
で
も
患
者
様
の
リ
ビ
ン
グ
ウ

ィ
ル
を
基
に
ご
家
族
の
お
考
え
も
伺

い
な
が
ら
人
生
会
議
の
お
手
伝
い
を

是
非
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

s

着任者紹介

薬
剤
師

荒
井 

慎
之
介

薬
剤
師

寺
澤 

美
里

本年度 4月より薬剤師として働かせていただいております。出身が安曇野であり、
地元の医療に携われることを嬉しく思っています。中央業務から始まり、現在は病棟
業務などで多くのスタッフの方と接する機会も増え、様々なことを学ばせていただい
ております。若輩者ですが様々な知識をつけ、薬物治療を通じて生まれ育った地元の
医療に貢献できるように日々精進していきますので、何卒よろしくお願いいたします。

令和 4年 4月に着任しました。高校時代を松本で、大学時代を岐阜で過ごしました。
これまで半年間ほど調剤を行い、現在は病棟を担当させていただいております。病棟
業務の中で、患者さんとのやりとりから日々多くのことを学んでおります。患者さん
に安心して、安全に薬を使っていただけるように、また、患者さんにとってより良い
薬物治療となるように、服薬指導や薬剤管理を行いたいと思います。地域の皆様のお
役に立てるよう精進して参ります。どうぞよろしくお願いいたします。

かかりつけ医を持ちましょう
　当院は、専門的な検査や入院治療などを提供する「地域医療支援病院」です。地域の医療機関 と
連携し、皆様に安心な医療を継続的に提供していけるよう取り組んでいます。 その為、当院で検査・
治療を受けて病状が安定した方には“かかりつけ医”への受診（逆紹介） をお願いしています。“かか
りつけ医”をお持ちでない方は担当医・看護師、患者相談窓口にご相談ください。

救救急外来で急外来で
おもうことおもうこと


